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Fig.５核・ミトコンドリア両ゲノムで予想されるプログラムされた再編成モデル
中央にニハイチュウの発生過程を、それに対jiiiするように左側にミトコンドリアの、右側に核の再編成モデル
を示す。核・ミトコンドリアとも発生初期にＤＮＡの大量増幅が起き、その後再編成により核では染色体外環
状ｍＪＡ(EC)の形成・削除、体細胞染色質の形成‘コピー数の減少、細胞の肥大化に伴う反復配列(Rs)の選択
的増幅が起き、ミトコンドリアでは自律的複製の不可能なminicircleDNAの形成・コピー数の減少、体細胞ミ
トコンドリアの分化、分化細胞におけるごくわずかな幹ミトコンドリアの保持とそれからの体細胞ミトコンド
リアの新たなる形成が起きる。
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学位論文審査結果の要旨
中生動物ニハイチュウは、細胞数わずか３０個程度からなる極めて単純な体制を持つ多細胞の絶対寄生性
生物である。ニハイチユウの進化的起源については、三胚葉動物が寄生退化により単純化したとする説と、
単細胞の原生動物が独自に多細胞化したとする説が併存している。この進化的位置の暖昧さの原因は、寄生
適応による特殊化のためと考えられ、ニハイチュウの寄生適応の実態を明らかにすることが急務であった。
本研究によって明らかになったのは以下の点である。１）mtDNAは発生の初期に大量増幅し、その後、複
製起点をもたないミニサークルヘと構造変換される、２）発生の進行にともなってmtDNAは複製されるこ
となく分配され、コピー数を減少させる、３）分化した，，体細胞，，ミトコンＦリアの大半は、複製能力を喪
失したミニサークルのみを保持するが、一部の”幹',ミトコン隙リアは複製能力を持つ高分子mtDNAを保
持しており、細胞の肥大化にともない、mtDNAを複製して分裂する。一方、核ＤＮＡもmtDNAとよく似た
挙動をとり、発生の初期における全ゲノムの増幅、一部のＤＮＡの環状化と体細胞ゲノムからの消失、発生
の進行に伴ったＤＮＡの複製を行わない連続的な細胞分裂によるコピー数の減少、が確認された。特筆すべ
きは、分化した体細胞では、直列重複型の反復配列（tandemlyrepetitivesequences）が選択的に増幅する
ことによって細胞の大型化を可能にしていることである。これらのミトコンドリアと核ＤＮＡの奇妙な挙動
は、エネルギーコストの節約、発生時間の短縮化、分化後の細胞の肥大成長のための独自の寄生戦賂を反映
している。
本研究は、中生動物ニハイチュウの特殊な寄生適応戦略をゲノムＤＮＡの側面から明らかにした点で高く
評価される。とりわけ、体細胞分化時にmtDNAの構造変化が起こり、それに伴ってミトコンドリアの分化
が起こるという発見は､これまでに全く類例をみないものである点で独創的である。これらの内容をふまえ、
本論文は博士（理学）に値すると判定した。
-306-
